
学習日 月 日

○身の回りにあるコンピュータを用いた計測・制御○

組 番 名前

１ 身の回りで行われているコンピュータ制御を見つけよう。

， ， ， 。家庭 会社・産業 地域社会の中で コンピュータを用いて制御されているものを見つけ出そう

上段に機器名（例：エアコン）下段に制御する対象（例：温度，湿度，ホコリ）を書こう。

またなぜ知っていたのか，次の内容で区別して理由を書こう。
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２ 自己評価表

自分の学習活動を客観的にみつめ，５（全項目３以上）→３（２）→１（１以下，未記入）の順で

評価値に○を記入し，次の学習へつなげていきましょう。

時 項 目 評 価

身の回りにあるコンピュータを用いた計測・ ５ ４ ３ ２ １１

制御の機器について調べることができた。 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋



３ 年情報 とコ ンピュ ータ ワー クシ ート

学習日 月 日

３年 組 氏名

１ ウィ ンド ウ とボ タン の名 前

２ ハー ドウ ェア コン フィ ギュ レー ター

① 新規 ボタン をク リック する か、 メニ ュFile

ーから を 選びます。New

② （ ）を 選び、 [ ]

ボ タ ン を クリックします。

③ 作成 する に 任意 のア ルファ ベResource name

ッ トま たは 、数字 を入 力し 、 [ ]ボ タ

ン を クリックします。

④作成した の [ ]( ) [ ]Resource HW ,

( )及 び 、 の プ ロジェ クトファイ ルのアイコ ンがプロ ジェクトエ クスプロー ラーにPG HTML

作成され、同時に画面下部のタグに追加されます。

（ ） （ ）

（ ） （ ）（ ）（ ）（ ）

（ ）

（ ）



３ハ ード ウェ アの 設定

（ ）

コネクタを， 信号波形で電圧を出力する設定にする。PWM

（ ）

デジタル入 力と同じく ，コネク タの変化を か で出 力するセン サの接on off

続に設定する。

（ ）

アナ ログ 入力 と同 じく ，コ ネ クタ の変 化を 連続 的な 電圧 差で 出力 する セ

ンサの接続に設定する。

ハードウェア設定タイルの設置

ＣＮ１に（ ）

ＣＮ２に（ ）

ＣＮ３に（ ）

ＣＮ６に（ ）



４ BASI Cタイ ル

５ conr olタ イル

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）



６ 次の プロ グラ ムの 動作 を説 明し てみ よう

１ ２

１ ２



学習日 月 日

○タッチセンサのフローチャートとプログラムを考えよう○

組 番 名前

１ タッチセンサ１つを使って障害物に接触したら、後退する

フローチャート プログラム

繰り返す

センサが反応

したとき

センサが反応

しなかったとき

モータ１，２ モータ１，２yes
両方が前進 両方が後退

no
３秒間継続

CN1
何かある

前進する ３秒後退する

はじめ



２ タッチセンサ２つを使って障害物を避けながら進む

※空欄に必要なタイルをいれて、 ・ のどちらが当たっても左右に少し後退し，障害物を避CN1 2
けながら進むフローチャートとプログラムを考えてみよう

フローチャート プログラム

yes

no

yes

no

はじめ

CN1
何かある

CN2
何かある

前進する



学習日 月 日

○ＩＲセンサのフローチャートとプログラムを考えよう○

組 番 名前

１ ＩＲセンサを使って白と黒のラインをトレースする。

フローチャート プログラム

繰り返す

no

yes

プロパティのしきい値(Value Numeric)がある値以上になるとnoに分岐します。しきい値

CN3
しきい値以上

はじめ

ﾓ ｰ ﾀ が2
秒前進0.1

ﾓ ｰ ﾀ が1
秒前進0.1

ﾓ ｰ ﾀ が2
秒停止0.1

ﾓ ｰ ﾀ が1
秒停止0.1

ｱﾅﾛｸﾞﾎﾟｰﾄ

し き い 値

（ ）

おわり

M1 0.1が
前進

M2 0.1が
前進

M2 0.1が
停止

M1 0.1が
停止



 

○生活に生かす制御システムのフローチャートとプログラムを考えよう○ 

                     組  号 氏名 

生活にいかすための制御システム名 

 

 フローチャートとプログラムを対比させながら，プログラムを作成しよう。 

 変更や追加については，朱で上書きし変更したプログラムを貼り付けていこう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の課題  
修正したところ  
修正して成功したこと  

修正して失敗したこと  
次の課題  

フ ロ ー チ ャ ー ト プ  ロ  グ  ラ  ム 

フ ロ ー チ ャ ー ト プ  ロ  グ  ラ  ム 



                  学習日   月   日 

○生活に生かす制御システムのフローチャートとプログラムを考えよう○ 

                  組  号 氏名 

生活にいかすための制御システム名 

 

 変更したプログラムを貼り付け，さらに追加については，朱で上書きしていこう。 
プログラムと実行結果を対比させながら，プログラムを修正しよう。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の課題  

修正したところ  
修正して成功したこと  
修正して失敗したこと  
次回の課題  

プ  ロ  グ  ラ  ム 
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